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ま
ち
の
将
来
像

　

基
本
構
想
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
を
、

「
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木
」

〜
チ
ー
ム
三
木
（
市
民
・
議
会
・
企
業
・

団
体
・
行
政
）
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
将
来
展
望

　

国
や
県
が
推
進
す
る
少
子
化
対
策
を
最

大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
市
独
自
の
子
育
て

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
、
よ
り
一
層

の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
か
ら
転
出
す
る
若
年
層
の

方
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
回
帰
を
促
す
魅
力

的
な
仕
事
の
創
出
や
情
報
発
信
な
ど
を
促

進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
よ
る
子
育
て
世

代
の
転
入
促
進
と
転
出
防
止
、
移
住
希
望

者
に
対
す
る
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
※
施
策
の
充

実
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
兵
庫
県
が
定
め

る
水
準
と
同
水
準
の
社
会
増
（
転
入
>
転

出
）
を
め
ざ
し
、
三
木
市
創
生
計
画
に
示

す
2
0
6
0
（
令
和
42
）
年
に
5
万
人
の

人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

※
大
都
市
の
居
住
者
が
地
方
に
移
住
す
る
動
き
の
総
称

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
三
木
市
総
合
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
期
間

　
9
月
18
日
（水）
〜
10
月
18
日
（金）
予
定

▼
案
の
公
開
場
所

　
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
市
役
所
　
3
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　
・
市
役
所
　
4
階
企
画
政
策
課

　
・
各
市
立
公
民
館
、
吉
川
支
所

▼
意
見
の
提
出
方
法

　
公
開
場
所
に
あ
る
意
見
提
出
用
紙
に

　
記
入
の
上
、
以
下
の
方
法
に
て
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
企
画
政
策
課
の
窓
口
に
提
出

　
・
市
民
の
声
の
箱
（
各
市
立
公
民
館

　
　
な
ど
に
設
置
）
に
投
函

　
・
郵
送

　
・
メ
ー
ル

　
　
左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
ま
た
は
、

　
　publiccom

m
ent@

city.m
iki.lg.jp

　
　
ま
で
メ
ー
ル
送
信

　
　
　

国
的
に
急
激
な
人
口
減
少
を
迎
え

　
　
　

る
な
か
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
し

て
い
く
に
は
、
将
来
的
な
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の
緩
和
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
は
20
〜
30
年
先
の
未
来

を
見
据
え
た
な
か
で
、
市
が
め
ざ
す
将
来

像
や
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
市
政
の
羅
針

盤
と
し
て
2
0
2
0
年
か
ら
10
年
間
の

「
三
木
市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

市
民
と
共
に
作
る
総
合
計
画

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
ほ
か
、
市
内

10
地
区
で
行
っ
た
「
市
政
懇
談
会
」
や

「
三
木
み
ら
い
会
議
」、
市
内
の
学
生
35
人

が
参
加
し
た
「
三
木
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
や
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
公
募
市
民

や
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
審
議
会
で

の
議
論
を
経
て
三
木
市
総
合
計
画
（
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

そ
こ
で
得
た
ご
意
見
を
元
に
最
終
案
を
ま

と
め
、
市
議
会
に
提
案
し
、
議
決
を
経
て

策
定
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
視
点

　

新
た
な
計
画
は
、
次
の
視
点
に
よ
り
策

定
し
ま
す
。

・
人
口
減
少
に
見
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り

・
未
来
を
見
据
え
た
、
市
民
目
線
に
よ

　

る
施
策
づ
く
り

・〝　
チ
ー
ム
三
木
〞
協
働
に
よ
る
、
明
る
い

　

未
来
を
実
感
で
き
る
計
画
づ
く
り

　

こ
れ
ら
の
視
点
を
具
体
化
す
る
た
め
、

「
指
標
・
目
標
値
」
を
設
定
し
ま
す
。

計
画
の
構
成
と
期
間

　

三
木
市
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
お
よ

び
基
本
計
画
で
構
成
し
ま
す
。

【
基
本
構
想（
10
年
間
）】

　

ま
ち
の
将
来
目
標
を
示
し
、
総
合
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本

指
針
。

【
基
本
計
画
（
10
年
間
・
必
要
に
応
じ
て

　

5
年
後
に
見
直
し
）】

　

基
本
構
想
で
示
し
た
ま
ち
の
将
来
目
標

を
実
現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
施
策
や
展

開
な
ど
を
体
系
別
に
ま
と
め
た
計
画
。

全

　この新しい総合計画は、種々の課題が山積する
なか、これまで市民と行政とが共に築き上げてき
たまちの基盤の上に立ち、「チーム三木」による
新たな協働のまちづくりを
進めます。そのなかで、
お互いに知恵を出
し合いながら、
地域の活力を高め、
誰もが暮らしに誇り
が持てる、魅力ある
まちづくりをめざし
ます。

チーム三木による計画推進

基本計画の体系
誇りを持って暮らせるまち三木

枠組みを超えて取り組む三木づくり
 ・分野横断プロジェクト
 ・地域の思いを形にする取組

1
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
人
と
暮
ら
し
づ
く
り

　
・
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
を
支
え
る
ま
ち

　
・
豊
か
な
学
び
で
未
来
を
拓
く
ま
ち

　
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

2
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
・
暮
ら
し
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る
ま
ち

　
・
持
続
可
能
な
ま
ち

　
・
防
災
の
ま
ち

3
　
い
き
い
き
輝
く
魅
力
づ
く
り

　
・
地
域
資
源
で
人
を
呼
び
込
む
ま
ち

　
・
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ま
ち

　
・
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち

総
合
計
画
が
で
き
る
ま
で

総
合
計
画
策
定

議
会
へ
の
提
案

（
令
和
元
年
12
月
予
定
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

審
議
会
を
経
て

総
合
計
画（
案
）答
申

住
民
説
明
会
（
全
10
回
）

（
令
和
元
年
7
月
）

審
議
会
（
全
3
回
）

市民アンケート
（平成30年8月）

市政懇談会
（平成30年9-11月）

三木若者ミーティング
（平成30年12月）

三木みらい会議
（平成31年1-2月）

■問（市）企画政策課　企画政策係

～三木市総合計画（案）の概要～

まちの「これから」まちの「これから」

〈表〉 人口の将来展望イメージ

約4万人

目標
5万人

約67,500人

計画期間

年少人口
（0～14歳）

H22年
（2010）

R2年
（2020）

R12年
（2030）

R22年
（2040）

R32年
（2050）

R42年
（2060）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

目標人口 推計人口
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